
（別紙３）

～ 2025年　2月　14日

（対象者数） 16人 （回答者数） 12人

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 4人 （回答者数） 4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
スタッフの学習を支援するお子様の担当が変わっても
次のスタッフが進捗度を把握できるように、記録簿を
残している。

2

保護者様から午前中の利用の要望があれば、できる限り
ご要望にこたえるため、出勤するスタッフには手当を
支給するなど、午前中でも勤務しやすい環境を整備してい
る。

3

未就学児を中心とした言語療育も学習なので、学習の場で
ある2階で言語の療育を行うが、言語療育とその他の
学校の宿題を支援する部屋も分離することで、さらに
集中できる環境を構築できるようにしている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

知的能力や発達障害、学習における苦手分野を把握
するため、WISC-Ⅴや田中ビネー、K-ABCⅡなどの検査
を導入し、お子さんの成⾧過程を緻密に把握する必要
がある。

2 事業所の移転も含めて、今後検討していく。

3
特に気候の良い春や秋を中心に、特定の土曜日を営業日
とし、課外活動などを取り入れ、非日常的な体験や日頃
の運動不足を解消していく。

少人数制の個別学習

学校の宿題の支援に関しては、ただ、宿題をする場所
を提供するだけでなく、ある一定の学力のあるスタッ
フが宿題の学習支援を行い、正しい答えを解答するよ
うに指導している。

営業時間外でのお子様の利用

ご家庭の事情により、営業時間外での利用を保護者様が
希望する場合には、営業時間外でも、お子様をお預かり
している。

学習する部屋と遊びの部屋を分離している。
お子さんは、注意散漫になるのが通常であり、その解決
策として、1階の遊びの場と2階の学習する場に分離し、
集中力が続くような環境を構築するようにしている。

土曜日、日曜日、祝日は休業日である

特に毎週土曜日は休業日のため、非日常的な体験や日頃
の運動不足の解消を目的に、毎週土曜日に公園での運動
や野外活動などを実施することができない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個々のお子さんの細分化された成⾧課程の把握の欠如
客観的な評価基準となる指標が存在しないため、お子
さんの成⾧課程の遅れの軽重に関して、アバウトに
評価し、緻密な支援につながっていない可能性がある。

事業所内の療育ルームの狭小さ

事業者内では、１階・２階共に小さい部屋が多く、集団
での遊びが非常に難しく、少数のお子さんたちでの誕生
会など、その日利用しているお子様全員の参加イベント
を開催することが困難。

2025年　2月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　4月　29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ぐっど　大今里

○保護者評価実施期間 2025年　1月　27日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


